石原慎太郎　都知事

猪瀬直樹　　副知事
①参院宿舎の移転建設問題は石原都知事の決断に委ねられました。

私たち近隣住民は昨年２月に反対の声をあげてから、石原都知事・猪瀬副知事の反対、マスコミ報道、世論の力で７月着工予定が中断して１年半になりました。ついに、参議院側が１１月２６日を回答期限として、石原都知事の同意が得られない場合は、白紙撤回すると決定し、問題解決へ一歩前進しました。今や石原都知事の決断に委ねられることになりました。

やっと、この理不尽な移転建設を石原都知事なら白紙撤回できると、都民や国民は大きな期待をもって見守っています。昨年の現地視察以来の移転反対の姿勢を貫いて、一般市民のために、石原都知事の英断をお願いします。環境都市を目指す先進都市東京のあるべき姿を示していただきたいと思います。現在の政治への不信と閉塞感の中で、唯一の明るいニュースとなります。「民意に沿った新しい時代の行政」への象徴的な先例にしてください。
②新参議員宿舎移転建設反対の署名を提出します。

今年６月から始めて、８月１日に第１回の署名を提出しましたが、事態が急転したので、それ以降集まっている全国一般市民の声を無駄にしないために、７０２１名（１１月２３日締め）の署名を取り急ぎ提出いたします。口コミで集まった８月１日の６０４０名分と合わせて、１３０６１名分です。一般市民の声に応えていただくようお願いします。なお、署名は関東中心に全都道府県から毎日届いています。白紙撤回になるまで署名活動は続けます。なお、１１月２４日に西岡参議院議院運営委員長に同じものを送付しております。
③計画修正案は、本質の論点のすりかえであり、論外です。

　参院側の修正案（１６階→１４階４９ｍ、緑地率５２％→６０％）は、貴重な都心の自然林を破壊し、高さ１５ｍの風致地区条例違反の高層建造物に変わりなく、問題の本質のすりかえです。江戸から続く森と史跡をそのままの姿で守るということが、論点です。緑地を一度破壊したあと、何百本の植樹をしてまで建てるという税金の無駄遣いは理解できません。
なお、白紙になって予定地が民間に売却されたら、緑地破壊になるという理屈は通りません。この地は売却予定もありません。都知事の許可という強い権限があり、民間なら１５ｍ以下しか建てられません。都知事の同意だけで、国だから条例の３倍以上の高層建築という暴挙が出来るのです。
④江戸時代から続く森と史跡を守ってください。

私たちは「江戸時代から続く森と史跡」を守る為に参院宿舎移転に反対し、現宿舎地での建て替えを求めています。予定地は市民の憩いの公園に開放するよう活動しています。移転建設が白紙撤回になった時には、この自然林が公園として守られるように都知事や参議院側のご尽力をお願いいたします。
２００８年１１月２５日
「新参議員宿舎をストップ！江戸の史跡と緑の公園にする会」
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